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環
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序
文　
　

は
じ
め
に

ド
ル
高
・
高
金
利
に
よ
る
外
資
誘
導
で
財
政
赤
字
と
貿
易
赤
字
に
よ
る
資
金
不
足
を
解
消
し
、
国
内
の
旺
盛
な
消
費
に
よ
る

超
過
需
要
に
対
応
し
つ
つ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
回
避
し
て
い
く
、
と
い
う
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
の
い
わ
ゆ
る
「
金
融
覇
権

主
義
」
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
ド
ル
安
容
認
、
内
需
拡
大
方
針
に
よ
っ
て
大
き
く
方
向
転
換
さ
れ
、
世
界
は
ド
ル
の
暴
落
の
危

機
・
国
債
暴
落
＝
金
利
暴
騰
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

併
せ
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
世
界
同
時
株
安
と
デ
フ
レ
不
況
の
も
と
、
今
、
西
側
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
」
を
最
優
先
す
る
長
期
不
況
に
突
入
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

特
に
Ｅ
Ｕ
は
「
ギ
リ
シ
ア
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
基
盤
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ
、
Ｐ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
諸
国
も
財
政
破
綻
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、一
連
の
通
貨
統
一
の
プ
ロ
セ
ス
に
逆
行
す
る
舵
取
り
を
各
国
は
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
そ
れ
ら
の
国
債
暴
落
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
国
は
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
地
震
と
津
波
に

よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
押
し
流
さ
れ
て
犠
牲
と
な
っ
た
。
内
閣
府
は
こ
れ
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
毀
損
の
直
接
被
害
総
額
を
十
六
〜

二
五
兆
円
と
見
積
も
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
六
年
前
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
約
一
〇
兆
円
の
被
害
額
を
大
き
く
上
回

る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
第
Ⅰ
四
半
期（
一
〜
三
月
期
）の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
見
る
と
、東
日
本
大
震
災
が
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
％

（
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
三
・
七
％
）
と
、
二
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
下
に
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
震
災
と
津
波
に
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よ
り
設
備
や
住
居
が
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
被
災
地
か
ら
の
部
品
供
給
途
絶
や
、
計
画
停
電
対
応
に
よ
る
生
産
の
縮
小
、
福
島

原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
に
起
因
す
る
農
産
物
や
海
産
物
の
流
通
面
で
の
大
き
な
障
害
な
ど
、
経
済
活
動
を
日
本
の
全
域
に

わ
た
っ
て
停
滞
せ
し
め
、
国
内
経
済
全
般
の
回
復
へ
の
道
の
り
を
険
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
が
、
財
政
の
極
め
て
厳
し
い
環
境
の
中
で
生
じ
た
こ
と
も
経
済
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
当
時
は
、
復
興
財
源
を
主
に
国
債
の
増
発
で
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
財
政
状
況
か
ら
復
興
費
用

を
こ
れ
に
頼
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、
既
存
の
歳
出
の
削
減
や
増
税
が
不
可
避
で
あ
り
、
企
業
や
家
計
の
負
担

を
増
幅
さ
せ
て
、
民
間
需
要
が
一
層
下
押
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
も
と
二
〇
〇
八
年
八
月
の
月
例
経
済
報
告
の
時
点
で
、
我
が
国
政
府
は
景
気
が
長
期
後
退
局
面
に
入
っ
た
こ
と
を
大
筋

で
認
め
て
い
た
。
同
月
十
三
日
、
内
閣
府
が
発
表
し
た
二
〇
〇
八
年
度
第
Ⅱ
四
半
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
速
報
値
は
、

実
質
で
前
期
比
０
・
６
％
減
（
年
率
換
算
で
二
・
四
％
減
）
と
一
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
食

料
品
や
ガ
ソ
リ
ン
の
相
次
ぐ
値
上
げ
が
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
つ
つ
あ
る
一
方
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
、
と
り
わ
け
全
国
の
企

業
の
収
益
圧
迫
要
因
と
な
っ
て
賃
金
の
伸
び
を
抑
え
込
み
、景
気
拡
大
を
下
支
え
し
て
き
た
消
費
の
伸
び
率
を
圧
迫
し
て
い
た
。

ま
た
、
戦
後
最
大
長
と
い
わ
れ
る
前
回
の
好
景
気
を
牽
引
し
て
き
た
頼
み
の
輸
出
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
を

反
映
し
て
、
〇
八
年
第
Ⅱ
四
半
期
、
対
前
期
比
２
・
３
％
減
と
一
三
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
て
設
備
投
資
の
伸
び
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
に
至
っ
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
二
年
一
月
よ
り
二
〇
〇
八
年
初
頭
ま
で
息
の
長
い
景
気
回
復
を
続
け
て
き
た
日
本
経
済

は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
す
る
世
界
金
融
危
機
を
契
機
と
し
て
深
刻
な
景
気
減
速
に
陥
り
、
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二
〇
〇
二
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
前
半
ま
で
の
間
、
及
び
二
〇
〇
四
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
五
年
前
半
ま
で
の
二
つ
の
「
踊

り
場
」
を
経
た
前
回
の
景
気
回
復
局
面
は
、
拡
張
期
間
と
し
て
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」（
一
九
六
五
年
一
〇
月
～
七
〇
年
七
月

の
五
七
か
月
）
を
超
え
、
こ
の
間
の
実
質
成
長
率
の
年
平
均
は
二
％
台
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
景
気
回
復
は
、
当
初
、
輸
出
が
牽
引
し
て
、
ま
ず
輸
出
関
連
産
業
の
生
産
収
益
を
回
復
さ
せ
、
企
業
の
成
長
期
待
の
高

ま
り
に
よ
っ
て
設
備
投
資
が
増
加
し
て
い
く
と
い
う
形
で
の
成
長
で
あ
っ
た
。
二
度
の
「
踊
り
場
」
か
ら
の
脱
出
過
程
で
も
、

そ
の
主
要
因
は
世
界
経
済
の
順
調
な
回
復
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
外
需
主
導
型
で
進
行
し
て
い
る
。

逆
に
二
〇
〇
八
年
に
入
っ
て
一
連
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
を
背
景
に
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
と
、
そ
の
背
景

と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
減
速
が
、
ア
ジ
ア
の
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
の
伸
び

の
鈍
化
な
ど
と
と
も
に
、
直
接
的
・
間
接
的
に
我
が
国
の
輸
出
の
伸
び
を
抑
え
込
む
や
い
な
や
、
我
が
国
は
た
だ
ち
に
景
気
の

後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
外
需
の
変
化
に
対
す
る
日
本
経
済
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
た
。

激
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
国
際
的
な
資
金
フ
ロ
ー
の
危
険
性
を
象
徴
す
る
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
等
の
金

融
面
に
お
け
る
不
確
定
要
素
が
、
今
後
も
大
き
く
日
本
経
済
に
影
響
を
与
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。　

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
日
本
経
済
の
動
向
を
考
え
る
と
き
、
九
〇
年
代
は
日
本
経
済
や
日
本
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
多
く
見
ら
れ
た
。
長
い
景
気
の
低
迷
の
中
で
、
日
本
企
業
は
「
格
差
社
会
」
の
形
成

と
い
う
国
民
生
活
の
大
き
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
」
と
い
う
外
部
環
境
の
変
化
に
積

極
的
に
対
応
し
た
必
然
的
な
行
動
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
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戦
後
六
〇
年
を
経
て
、
高
度
成
長
を
支
え
た
官
主
導
の
経
済
運
営
シ
ス
テ
ム
や
、
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
な
ど
の
日
本
型
経

営
シ
ス
テ
ム
を
企
業
自
ら
積
極
的
に
排
除
し
、
巨
額
の
不
良
債
権
問
題
に
後
押
し
さ
れ
つ
つ
、「
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革

路
線
」
が
一
斉
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
主
導
的
な
日
本
企
業
の
海
外
生
産
比
率
の
拡
大
と
、
海
外
依
存
度
を
急
激
に
進
展
さ
せ
て
、
主
導

的
な
日
本
企
業
の
「
多
国
籍
企
業
化
」
の
進
展
と
な
っ
て
現
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
矛
盾
は
、
国
内
経
済

や
国
民
生
活
に
深
く
、
ま
た
急
速
に
累
積
さ
れ
、
今
日
の
様
々
な
社
会
問
題
を
惹
起
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。　

政
権
交
代
以
前
の
我
が
国
政
府
は
、
二
〇
〇
一
年
度
を
「
集
中
調
整
機
関
」
と
し
て
、「
不
良
債
権
処
理
を
中
心
と
し
た
負

の
遺
産
の
清
算
」
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
を
「
重
点
強
化
期
間
」
と
し
て
「
新
た
な
成

長
基
盤
を
重
点
的
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
優
先
課
題
と
し
て
構
造
改
革
を
加
速
・
強
化
」
し
、
民
間
部
門
は
リ
ス
ト
ラ
に
よ

る
体
質
改
善
を
推
し
進
め
つ
つ
、
雇
用
・
設
備
・
債
務
の
「
三
つ
の
過
剰
」
を
解
消
す
る
（
一
）
と
し
て
構
造
調
整
を
進
展
さ

せ
続
け
、
ま
た
金
融
再
生
対
策
と
し
て
、
信
用
不
安
顕
在
化
の
回
避
策
や
低
金
利
環
境
の
政
策
的
な
維
持
を
積
極
的
な
目
標
と

し
て
掲
げ
な
が
ら
、
足
元
の
回
復
基
調
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
後
現
出
し
た
〝
息
の
長
い
景
気
回
復
〟
の
実
態
は
、
設
備
投
資
が
堅
調
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
需
の
主
要
項
目
で

あ
る
国
内
最
終
消
費
の
伸
び
率
は
総
じ
て
緩
や
か
で
、
人
々
の
景
気
回
復
に
対
す
る
実
感
は
極
め
て
乏
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

い
ざ
な
ぎ
景
気
や
バ
ブ
ル
景
気
時
の
年
平
均
成
長
率
（「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
で
年
平
均
一
一
・
五
％
、「
バ
ブ
ル
景
気
」
時
で

年
平
均
五
・
四
％
）
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
以
降
の
景
気
回
復
の
年
平
均
成
長
率
は
か
な
り
低
水
準
と
な
り
、
そ
し
て
そ
れ

は
デ
フ
レ
基
調
下
で
実
現
し
た
成
長
で
あ
り
、
前
年
比
で
の
所
得
増
加
を
実
感
し
に
く
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、



第一章　八〇年代の日本経済

9

企
業
別
の
賃
金
格
差
の
拡
大
、
雇
用
形
態
別
の
少
な
く
な
い
所
得
格
差
の
存
在
、
地
域
別
の
格
差
拡
大
な
ど
と
い
っ
た
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
堆
積
・
拡
大
せ
し
め
、「
長
期
拡
大
傾
向
」
を
示
す
数
値
が
こ
れ
ら
「
格
差
社
会
の
拡
大
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
役
割
を
演
じ
る
に
至
っ
た
感
が
あ
る
。

本
書
は
一
九
八
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
二
〇
一
一
年
現
在
に
至
る
日
本
経
済
の
諸
動
向
を
、
主
に
設
備
投
資
循
環
の
視
点
か
ら

分
析
・
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
代
経
済
を
語
る
上
に
お
い
て
、
本
来
、
周
期
的
な
過
剰
生
産
恐
慌
の
中
で
破
壊
・
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
、
生
産
と
消
費
と
の

矛
盾
の
堆
積
と
し
て
の
過
剰
資
本
は
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
崩
壊
後
の
環
境
下
で
、
生
産
過
程
の
中
に
滞
留
す
る
過
剰
な
設

備
、
あ
る
い
は
旧
式
の
設
備
と
い
う
形
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
民
間
の
金
融
・
非
金
融
機
関
、
及
び
政
府
や
地
方
自
治
体
の
保

有
す
る
投
機
資
金
（
国
際
的
に
活
動
す
る
制
御
不
能
な
過
剰
信
用
・
過
剰
通
貨
）
と
い
う
形
と
な
っ
て
現
れ
、
様
々
な
撹
乱
・

破
壊
要
因
と
し
て
現
代
社
会
に
作
用
す
る
態
様
が
実
証
的
に
論
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
々
の
循
環
局
面
対
応
か
ら
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
起
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
一
年
以
降
の
政
権
下
で
推
進
さ
れ
て

き
た
、
経
済
危
機
対
応
策
と
し
て
の
「
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革
路
線
」
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
べ
き
な
の
か
、
冷
戦
終

結
後
の
「
自
由
主
義
市
場
の
大
規
模
な
拡
張
局
面
」
に
あ
る
国
際
経
済
の
変
容
の
中
で
、
急
激
な
多
国
籍
化
・
積
極
的
な
リ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
よ
り
存
続
を
図
ろ
う
と
す
る
主
要
な
日
本
企
業
の
行
動
と
市
場
の
変
化
、
過
剰
流
動
性
の
中
で
投
機
的

撹
乱
要
因
と
な
り
、
各
国
に
不
確
実
性
と
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
深
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
国
際
金
融
市
場
の
環

境
と
行
動
、
社
会
矛
盾
を
直
接
的
に
表
現
す
る
現
代
の
雇
用
情
勢
と
消
費
の
動
き
、
そ
し
て
意
図
的
に
後
方
に
追
い
や
ら
れ
つ
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つ
あ
る
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
、
及
び
そ
れ
が
担
う
べ
き
課
題
と
諸
問
題
な
ど
を
ふ
ま
え
、
今
後
日
本
経
済
が
目
指
す
べ

き
方
向
性
や
、
そ
の
可
能
性
及
び
そ
の
障
壁
・
問
題
点
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
幅
広
い
経
済
デ
ー
タ
を
収
集
し
つ
つ
検
討
し

て
み
た
い
。

一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
課
さ
れ
て
い
た
「
金
準
備
」
と
い
う
制
度
的
な
歯
止
め
が
取
り
除

か
れ
、
ド
ル
が
基
軸
通
貨
と
し
て
機
能
し
続
け
る
限
り
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
経
常
収
支
赤
字
の
継
続
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
と
、
こ
れ
に
よ
り
経
常
収
支
黒
字
国
は
、
金
融
市
場
の
信
用
維
持
・
安
定
性
確
保
の
た
め
に
減
価
し
続
け
る
ド
ル
を
買
い
支

え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
自
ら
ド
ル
防
衛
策
を
講
じ
る
こ
と
な
く
、
黒
字
国
責
任
論
を
堅
持
し
、
む
し
ろ
積
極
的
に
赤
字
財
政
を
拡
大
さ

せ
、経
常
収
支
赤
字
の
増
大
を
黙
認
し
て
国
際
的
な
信
用
膨
張
を
放
置
し
続
け
、こ
う
し
た
環
境
下
で
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
市

場
原
理
優
先
論
」の
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、国
際
通
貨
取
引
及
び
投
機
活
動
の
急
激
な
肥
大
化
と
な
っ

て
、
諸
国
に
様
々
な
弊
害
を
も
た
ら
す
に
い
た
っ
た
。

八
〇
年
代
以
降
の
「
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
金
融
市
場
で
の
規
制
緩
和
推
進
、
及
び
ク
リ
ン
ト
ノ
ミ
ク
ス
下
で

展
開
さ
れ
た
情
報
通
信
革
命
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
世
界
的
拡
大
を
通
じ
て
、
国
際
通
貨
取
引
額
は
、
一
九
七
七
年
の
年

間
一
八
三
億
ド
ル
か
ら
、二
〇
〇
四
年
の
年
間
一
兆
八
八
〇
〇
億
ド
ル（
同
年
国
際
決
済
銀
行
調
べ
）ま
で
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
急
速
に
国
際
金
融
市
場
の
不
安
定
性
が
増
大
し
、
九
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
・
中
南
米
諸
国
に
通
貨
危
機
を
生
ぜ

し
め
、
深
刻
な
失
業
と
貧
困
、
社
会
的
な
荒
廃
を
も
た
ら
し
、
当
該
国
に
景
気
対
策
の
た
め
の
増
税
等
を
余
儀
な
く
し
た
。


